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(57)【要約】
電池パック又はその電池パックによって電力を供給され
る電子装置上に配置された、使用者がポータブル装置の
電池に通常よりも高速に充電することができるようにす
る一以上のボタン。電子回路はその充電モードの選択を
起動するために設けられている。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置ハウジングと、
　前記装置ハウジングに連結される電荷貯蔵電力供給部と、
　前記電荷貯蔵電力供給部から電力を供給される、前記装置ハウジング内の電子機器と、
　外部電源から前記電荷貯蔵電力供給部に異なる充電速度で充電する複数の動作モードを
有する充電回路と、
　前記充電回路の充電速度を変化させる手動で起動されるモードスイッチとを備えた電子
装置。
【請求項２】
　前記電荷貯蔵電力供給部は、単一の貯蔵セルである、請求項１に記載の電子装置。
【請求項３】
　前記電荷貯蔵電力供給部は、直列の複数セルを有し、並列のセルを有しない、請求項１
に記載の電子装置。
【請求項４】
　前記電荷貯蔵電力供給部に充電する前記動作モードは、通常充電速度及び複数の高速充
電速度を含む、請求項１に記載の電子装置。
【請求項５】
　前記モードスイッチは、前記電荷貯蔵電力供給部の電池パックハウジング上にある、請
求項１に記載の電子装置。
【請求項６】
　前記モードスイッチは、ソフトウェアに実装される、請求項１に記載の電子装置。
【請求項７】
　前記充電回路は、前記電荷貯蔵電力供給部を収納する電池パックハウジング内にある、
請求項１に記載の電子装置。
【請求項８】
　前記電子装置の前記電子機器は、コンピュータである、請求項１に記載の電子装置。
【請求項９】
　電池パックハウジングと、
　前記電池パックハウジング内の電荷貯蔵電力供給部と、
　外部電源から前記電荷貯蔵電力供給部に異なる充電速度で充電する複数の動作モードを
有する、前記装置ハウジング内の充電回路と、
　前記充電回路の充電速度を変化させる手動で起動されるモードスイッチとを備えた電池
パック。
【請求項１０】
　前記電荷貯蔵電力供給部は、単一の貯蔵セルである、請求項９に記載の電池パック。
【請求項１１】
　前記電荷貯蔵電力供給部は、直列の複数セルを有し、並列のセルを有しない、請求項９
に記載の電池パック。
【請求項１２】
　前記電荷貯蔵電力供給部に充電する前記動作モードは、通常充電速度及び複数の高速充
電速度を含む、請求項９に記載の電池パック。
【請求項１３】
　前記モードスイッチは、前記電池パックハウジング上にある、請求項９に記載の電池パ
ック。
【請求項１４】
　前記電池パックは、電子装置に連結される、請求項９に記載の電池パック。
【請求項１５】
　前記電子装置は、コンピュータである、請求項１４に記載の電池パック。
【請求項１６】
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　前記モードスイッチは、前記電子装置上のソフトウェアに実装される、請求項１４に記
載の電池パック。
【請求項１７】
　電荷貯蔵電力供給部によって電子装置内の電子機器に電力を供給し、
　手動で起動されるモードスイッチを用いて、充電回路の充電速度を変化させ、かつ
　外部電源から前記電子装置に連結された前記電荷貯蔵電力供給部に異なる充電速度で充
電することを含む、電子装置内の電荷貯蔵電力供給部に充電する方法。
【請求項１８】
　前記電荷貯蔵電力供給部の充電は、単一の貯蔵セルに充電することを包含する、請求項
１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記電荷貯蔵電力供給部の充電は、直列の複数セルに充電し、並列のセルに充電しない
ことを包含する、請求項１７に記載の方法。
【請求項２０】
　複数の動作モードを有する充電回路の充電速度の変化は、通常充電速度及び複数の高速
充電速度を包含する、請求項１７に記載の方法。
【請求項２１】
　更に、前記電子装置上のスイッチを用いて前記モードスイッチを実装することを含む、
請求項１７に記載の方法。
【請求項２２】
　更に、前記電子装置上のソフトウェアを用いて前記モードスイッチを実装することを含
む、請求項１７に記載の方法。
【請求項２３】
　更に、前記電荷貯蔵電力供給部を収納する電池パック内に前記充電回路を収納すること
を含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項２４】
　更に、前記電子装置は、コンピュータである電子機器を含む、請求項１７に記載の方法
。

【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
　本願は、２００６年６月２８日に出願された米国仮出願６０／８１６９７７号の利益を
主張する。その全内容が参照することにより本明細書に組み込まれる。
【背景技術】
【０００２】
　ポータブル電力業界では、電子機器に充電する場合、伝統的に、ラップトップ型コンピ
ュータに用いられる０．７Ｃから１Ｃの充電速度が使用されている。この電流では、ノー
トブックコンピュータの電池パックは、電池セルの定格出力値の７０％から１００％の電
流で充電される。例えば、１８６５０セルを持ち、２．２Ａｈ（アンペア時）の速度で、
２ｐ３ｓの構成（平列２セル、直列３セル）を有する電池パックにおいて、１Ｃの充電電
流は、そのパックに対して４．４Ａの充電電流に相当する。この充電電流は、典型的には
約４．２Ｖに設定される最大電圧（Ｖｍａｘ）に到達するまで充電される。Ｖｍａｘに到
達すると、電流は制御回路によって低下させられるが、この例の場合、２つの並列セルの
３ブロックのうちのいずれもが４．２Ｖより高い電圧レベルに到達しないように低下させ
られる。Ｖｍａｘに到達すると、電流が制限されることに加えて、その充電速度もさらに
減速される。この種の機能性を制御する電子回路はこの分野で知られており、ノートブッ
クコンピュータ用の電池パックで実施されている。ノートブックコンピュータに対する典
型的な充電時間は、完全に充電された電池に到達するまで数時間である。
【０００３】
　より高速の充電を実現するための主要な問題は、安全性及び電池寿命に関することであ
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る。実際に、高速充電中のリチウムイオン（Ｌｉ－ｉｏｎ）電池については、電池は局部
的に過充電を引き起こすおそれがあり、この過充電はリチウムを炭素陰極上に堆積させる
おそれがある。このリチウムの沈殿は、電池の安全性を低下させ、より容易に熱熱暴を引
き起こし、内部ガス圧を増加させ、ひいては爆発を起こすおそれがある。高速の充電に関
するもう一つの問題は、電極寸法の急速な変化、例えば、厚さの変動である。電極構造の
機械的な劣化は、より低速な充電の場合よりも、この比較的高速な充電中により速められ
る。これらの制限的な特徴は、電池デザインに応じて、多かれ少なかれ、全てのリチウム
電池に関係する。電池は、例えば、安全性及び電池寿命等の有害な様相の影響を制限する
ことによって充電を速めるように設計することができる。
【０００４】
　しかしながら、並列に複数セルを有する電池の場合、電池パックに急速に充電しようと
すると、ある懸案事項が惹起される。この懸案事項は、並列のセルの不均衡に関係する。
インピーダンス及びキャパシティ劣化は製造中及び製造後の環境暴露（すなわち、温度、
振動、機械的衝撃等）のセル間の相違に起因して、セル間で異なっている。このことは、
当初、キャパシティ及びインピーダンスの点で同じような条件を有していた２つのセルが
、数ヶ月の使用後は異なった性能を示すことを意味する。並列セルの各ブロックは、最低
のキャパシタンス及び／又は最高のインピーダンスを有する最も弱いセルによって制限さ
れるが、これは、この最弱セルがよりよい特徴を有するセルよりもより早くＶｍａｘに到
達するセルであるからである。循環プロセスのときに、この最弱セルは、それが常に最も
極端な条件を経験するセルであるので、さらに速く劣化する。性能が低下するにつれて安
全性も懸案事項となる。最低の性能を有するセルは、通常、過充電される最も高い機会を
有するセルであるから、安全性が懸案事項となる。
【発明の概要】
【０００５】
　以下の概要は、この開示に含まれる実施例のいくつかを列挙する。この情報は、本発明
の態様の基本的レベルの理解を供給するために提供される。その列挙は、実際に一般的で
あり、実施例の最高の態様を提供することを企図するものではない。下記情報の唯一の意
図は、開示の単純化された例を提供し、さらに詳細な記述を紹介することにある。当業者
は、クレーム及び記載の範囲内に含まれる他の実施例、改変例、変形例等があることを理
解するであろう。
【０００６】
　この開示の実施例は、電子装置内の電荷貯蔵電力供給部に充電する装置及び対応する方
法を含む。一の実施例において、複数の充電速度を有する電子装置は、装置ハウジングと
、電荷貯蔵電力供給部と、前記装置ハウジング内の電子機器と、充電回路と、手動で起動
されるモードスイッチとを備えている。前述の電荷貯蔵電力供給部を、装置ハウジングに
連結することができる。加えて、前記装置及び方法によれば、ハウジング内の電子機器に
、電荷貯蔵電力供給部によって電力を供給することができる。前述の充電回路は、外部電
源から電荷貯蔵電力供給部に異なる充電速度で充電する複数の動作モード、例えば、高速
又は低速モード充電、を有することができる。前記装置及び方法によれば、手動で起動さ
れるモードスイッチは、充電回路の充電速度を変化させることもできる。
【０００７】
　前記電子装置内の電荷貯蔵電力供給部に充電する装置及び対応する方法は、電荷貯蔵電
力供給部として役立つ単一の貯蔵セルを含むこともできる。電荷貯蔵電力供給部は、複数
セルを有することができ、直列の複数セルを有し、並列のセルを有しないことが好ましい
。モードスイッチを、電荷貯蔵電力供給部の電池パックハウジング上に設けることができ
る。モードスイッチを、ソフトウェアに実装することもできる。充電回路を、前記電荷貯
蔵電力供給部を収納する電池パックハウジング内に設けることができる。
【０００８】
　本開示の他の実施例は、複数の充電速度を有する電池パック装置を含むことができ、こ
の電池パック装置は、電池パックハウジングと、電池パックハウジング内の電荷貯蔵電力
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供給部と、外部電源から電荷貯蔵電力供給部に異なる充電速度で充電する複数の動作モー
ドを有する、装置ハウジング内の充電回路と、充電回路の充電速度を変化させる手動で起
動されるモードスイッチとを備えている。電荷貯蔵電力供給部は、単一の貯蔵セルか、又
は（並列のセルを有しない）直列の複数セルを有してもよい。
【０００９】
　複数の充電速度を有する前記電池パック装置は、通常充電速度及び複数の高速充電速度
を含むこともできる。前記モードスイッチは、電池パックハウジング上に設けることがで
きる。電池パックを、電子装置に連結することができ、この電子装置はノートブック型コ
ンピュータであってもよい。電子装置に連結された電池パックのモードスイッチを、電子
装置上のソフトウェアに実装してもよい。
　動力工具等の市販の装置に関して使用される電池充電器とは異なり、本発明の実施例は
、電子装置のハウジングに連結されるか又は電池パックハウジング内に設けられる電荷貯
蔵電力供給部の高速充電を可能にする。加えて、本開示によれば、既存のチップセットに
おいて高速充電モードをより効果的に実施するように電子装置を用いることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
　本開示の、前述の及び他の目的、構成及び効果は、添付図面に示されるように、本開示
の好ましい実施例の以下のさらに詳細な説明から明らかになる。なお、全図面を通して、
同種の引用符号は同じ部分を引用する。図面は、発明の原理を示すことに重点が置かれ、
スケールは必ずしも重要視されていない。
【図１】図１は、本実施例を実施することができる電子回路の機能的ブロック図を示す。
【図２】図２は、例示的な高速充電プロセスのプロセスフロー図を示す。
【図３Ａ】図３Ａは、電池パック上の高速充電ボタンと、電池パックの充電状態をも示す
表示部を示す。
【図３Ｂ】図３Ｂは、ポータブル装置電池パック上の、前述の高速充電ボタンと表示部の
拡大図を提供する。
【図４Ａ】図４Ａは、キーボード上に配置された「高速充電」ボタンを有するノートブッ
ク型コンピュータを示す。
【図４Ｂ】図４Ｂは、ノートブックコンピュータのキーボード上に配置された「高速充電
」ボタンの拡大図を示す。
【図４Ｃ】図４Ｃは、ポータブル装置の電池パックの「高速充電」の選択肢を実行するソ
フトウェアを起動する選択肢を使用者に提供する使用者インターフェイス表示ウインドー
の１例を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明の実施例を以下に説明する。図１は、本実施例を実施することができる、現行プ
ラクティスに用いられる電池パックにおける電子回路１００の機能的ブロック図を示す。
図１において、複数セル電池１０１は、独立過電圧保護集積回路（ＯＶＰ）１０２、アナ
ログ・フロント・エンド保護集積回路（ＡＦＥ）１０４、及び電池モニター集積回路マイ
クロコントローラ（マイクロコントローラ）１０６に接続されている。当業者であれば、
本発明が図１に模式的に示された前述の電子回路に限定されないことを理解するであろう
。
【００１２】
　ＯＶＰ１０２は、各値を内部参照電圧と比較することによって電池パックの各セルをモ
ニターすることができる。そうすることによって、ＯＶＰ１０２は、セル電圧が好ましく
ない状態、例えば、最適水準を超える電圧を示す場合、保護機構を起動させることができ
る。ＯＶＰ１０２は、プリセット過電圧値（例えば、４．３５Ｖ，４．４０Ｖ，４．４５
Ｖ及び４．６５Ｖ）をプリセット期間超えた場合、ノン－リセッティングヒューズ１１０
をトリガーするように設計され、安全性保護の第３水準を提供する。
【００１３】
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　ＯＶＰ１０２は、セル４端子、セル３端子、セル２端子及びセル１端子（これらは最も
ポジティブ（ｐｏｓｉｔｉｖｅ）なセルから最もネガティブ（ｎｅｇａｔｉｖｅ）のセル
までそれぞれ順に並べられている）を通じて、複数セル電池１０１の個別セルのそれぞれ
をモニターする。ＯＶＰ１０２は、複数セル電池１０１によって電力を供給され、複数セ
ル電池１０１の個々のセルに対するセルコントロールを可能にするよう構成されている。
【００１４】
　ＡＦＥ１０４は、電池パックの状態をモニターし、充電ＦＥＴ１１８及び放電ＦＥＴ１
１６をそれぞれ介して充電及び放電コントロールを提供し、またシステムに電池状態の最
新情報を提供するように、システムホストコントローラにより使用される。ＡＦＥ１０４
は、効率及び安全性を向上させるためマイクロコントローラ１０６と交信する。ＡＦＥ１
０４は、電力源（例えば、複数セル電池１０１）からの入力を用いて、ＶＣＣ接続を介し
てマイクロコントローラ１０６に電力を供給することができ、周辺調整回路を不要にする
ことができる。ＡＦＥ１０４及びマイクロコントローラ１０６のいずれも、電池の充電及
び放電のモニタリングを可能にする直列抵抗１１２に接続される端子を有することができ
る。セル端子を用いて、ＡＦＥ１０４は、複数セル電池１０１の個々のセルの電圧値を電
池モニター集積回路マイクロコントローラ１０６のＶＩＮ端子に出力することができる。
マイクロコントローラ１０６は、ＳＣＬＫ（時計）端子及びＳＤＡＴＡ（データ）端子を
介してＡＦＥ１０４と交信する。
【００１５】
　マイクロコントローラ１０６は、複数セル電池１０１の充電及び放電をモニターするよ
うに用いられる。マイクロコントローラ１０６は、複数セル電池１０１のネガティブなセ
ルと電池パックの陰極端子との間に設置された直列抵抗１１２を用いた充電及び放電活動
をモニターする。マイクロコントローラ１０６のアナログ－デジタル変換器（ＡＤＣ）は
、直列抵抗１１２をモニターすることによって充電及び放電の流れを測定するために用い
られる。マイクロコントローラ１０６のＡＤＣは、複数セル電池１０１に対する最適又は
適切な安全措置を起動するためのコントロール信号を発生させるために用いられる。マイ
クロコントローラ１０６は、異常な又は安全ではない状態を検知した場合、ノン－リセッ
ティングヒューズ１１０をトリガーすることによって電池パックを使えないようにする。
【００１６】
　マイクロコントローラ１０６のＡＤＣが、直列抵抗１１２の端子を通じて電圧をモニタ
ーしている間に、マイクロコントローラ１０６は（そのＶＩＮ端子を介して）、ＡＦＥ１
０４のセル端子を用いて複数セル電池１０１の各セルをモニターすることができる。ＡＤ
Ｃは、経時的に受信した信号を積分することができるカウンターを用いる。積分変換器は
、継続的なサンプリングが可能で、複数セル電池１０１の各セルを内部参照電圧と比較す
ることによって電池の充電及び放電の流れを測定しモニターする。マイクロコントローラ
１０６の表示端子は、複数セル電池１０１のＬＥＤ表示部１０８を駆動するために用いら
れる。この表示は、スイッチ１１４を閉じることによって起動される。マイクロコントロ
ーラ１０６は、複数セル電池１０１の状態をモニターし、かつシリアルコミュニケーショ
ン・バス（ＳＭＢｕｓ）を通じてホスト・システム・コントローラにその情報を報告する
ために用いられる。ＳＭＢｕｓ・コミュニケーション端子（ＳＭＢＣ及びＳＭＢＤ）は、
システム・ホスト・コントローラ、ＳＭＢｕｓ・互換装置、又は同種の装置（以下、「プ
ロセッサー」という）がマイクロコントローラ１０６と交信できるようにする。プロセッ
サーは、ＳＭＢＣ及びＳＭＢＤピンを用いるマイクロコントローラ１０６との交信を起動
するために用いられ、システムが複数セル電池１０１を効率的にモニター及び管理するこ
とができるようにする。プロセッサーは、マイクロコントローラ１０６それ自体であって
もよく、内部データフラッシュメモリーを含んでいてもよく、例えば、キャパシティ、内
部参照電圧又は他の同種のプログラム可能な情報等の情報を含むようにプログラムされる
ことができる。
【００１７】
　ＡＦＥ１０４及びマイクロコントローラ１０６は、充電及び放電コントロールに加えて
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、第１及び第２の安全性保護手段を提供する。第１の安全性手段の現行プラクティスの例
として、電池セル及びパック電圧保護、充電及び放電過電流保護、短絡保護、及び温度保
護を挙げることができる。
【００１８】
　複数セル電池１０１の継続的なサンプリングは、電子回路が、複数セル電池１０１の諸
特性、例えば、充電の状態、温度、充電等をモニターし計算することができるようにする
。電子回路１００によってコントロールされるパラメーターの１つは、許容充電電流（Ａ
ＣＣ）である。開示された実施例の１つの態様は、ポータブル装置の使用者が高速又は低
速充電モードを選ぶことによってこのパラメーターをコントロールする選択肢を持つこと
ができるようにすることである。充電のモードを選ぶと、ＡＣＣパラメーターは、電池の
充電をコントロールするために必要な他のパラメーターに加えて、安全限界以内で変化す
る。このことによって、電池を従来の入手可能なものよりも速く充電することが選択でき
るようになる。ポータブル装置の使用者は、使用者が段階的に（例えば、通常、高速、超
高速、ウルトラ高速等）又は連続的なスケールで（例えば、１ｘ、２ｘ、３ｘ、４ｘ等）
高速充電モードを調整できるようにすることによって、充電モードをコントロールするこ
ともできる。使用者は、使用者が充電と性能（例えば、電池サイクル寿命）との二律背反
をバランスさせることができるように、高速充電パラメーター全体に渡ってより多くのコ
ントロールを有することを選択できる。
【００１９】
　電池モニター集積回路マイクロコントローラ１０６のために保存されたプログラムは、
本明細書に記載された各高速充電指示を実装するように修正することができる。図１にお
ける電子回路は、複数セル電池１０１に用いられる個々の電池に適したパラメーターでプ
ログラムすることができる。電池製造者は、電池が長期サイクル寿命、高キャパシティ及
び高安全性を実現するためベストモードにおいて如何に用いられるかについて、おのおの
独特の個性及び解釈を持っている。当業者であれば、本発明に用いられるマイクロコント
ローラが図１のデザインに限定されるものでないことを理解することができる。
【００２０】
　必須ではないが、複数セル電池１０１のセルは、各セルのインピーダンスがそれぞれ異
なるため直列であることが好ましい。インピーダンスの不均衡は、パック内の温度勾配及
びセルによる製造上のバラツキに起因する。異なったインピーダンスを有する２つのセル
は、低速で充電される場合は略同じキャパシティを有する。より高いインピーダンスを有
するセルは、測定の設定（例えば、４．２Ｖ）において、その上限電圧（Ｖｍａｘ）に、
他のセルよりも早く到達することがわかる。もしこれらの２つのセルが電池パック内で並
列であるならば、充電電流は、このため、一方のセルの性能に律則され、並列の他のセル
の充電が早まって中断されることになる。このことにより、パック充電速度と同様に両方
のパックキャパシティが低下することになる。これらの有害な影響を回避するため、現実
施例では、高速充電の選択肢をもつ唯一つのセル又は直列の全てのセルを有する電池パッ
クを利用することが好ましい。このような好ましい構成は、ＰＣＴ／ＵＳ２００５／０４
７３８３，及び米国仮出願６０／６３９，２７５、６０／６８０，２７１、及び６０／６
９９，２８５に記載され、その全内容が参照することにより本明細書に組み込まれる。好
ましい電池は、米国出願（発明の名称；外部正熱係数層を有するリチウム電池、出願日；
２００６年６月２３日、発明者；フィリップ・パーティン、ヤン・ソン）に開示され、そ
の全内容が参照することにより本明細書に組み込まれる。
【００２１】
　図２は、例示的な高速充電プロセス２００のプロセスフロー図を示し、使用者は、ポー
タブル装置電池パックの通常充電モード（ステップ２０２）を選ぶ選択肢を提示される。
使用者は、高速充電モード（ステップ２０４）を用いる場合、使用者は、３つの手段：ポ
ータブル装置上のスイッチ（ステップ２０６）、電池パック上のスイッチ（ステップ２０
７）又はポータブル装置表示コントロールパネルもしくはメニュー上のアイコン（ステッ
プ２０８）のうちの１つ（但し、これらの１以上が利用可能である）を介して当該モード
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を使用することができる。３つの手段のいずれかから、使用者は、高速充電機能を起動す
ることができる（ステップ２１０）。高速充電機能の起動（ステップ２１０）は、充電電
池モニター集積回路マイクロコントローラ１０６における二者択一的ファームウェア設定
（ステップ２１２）又は高速充電用の論理及び充電回路（ステップ２１４）のいずれかに
よってすることができる。充電電池モニター集積回路マイクロコントローラ１０６におけ
る二者択一的ファームウェア設定（ステップ２１２）は、その後、高速充電用の論理及び
充電回路（ステップ２１４）を用いる。高速充電用の論理及び充電回路（ステップ２１４
）を用いた後、プロセスは、使用者に充電状態を表示し（ステップ２１６）、当該表示は
、以下の手段：ポータブル装置表示コントロールパネルもしくはメニュー上のアイコン（
ステップ２１８）、ポータブル装置上の指示器（すなわち、ＬＥＤ表示部１０８）（ステ
ップ２２０）、又はポータブル装置電池パック上の指示器（ステップ２２２）のうちの１
に生じる。使用者に充電状態を表示する（ステップ２１６）３つの手段のいずれかを用い
た後、高速充電プロセス２００は完了する（ステップ２２４）。高速充電プロセス２００
が完了した後（ステップ２２４）、ポータブル装置電池パック通常充電モード（ステップ
２０２）に戻ることができる。
【００２２】
　図３Ａは、電池パックの高速充電状態も示される電池パック上の高速充電ボタン３００
を示す。このボタン３００は、押されると、スイッチ１１４（図１参照）を閉じ、高速充
電の起動をトリガーし、電池が通常許容されるよりも速く充電されるようにする。ボタン
を押す回数を選ぶことによって、スイッチ１１４を介してコントロールされた異なった機
能を区別することができる。高速充電ボタン３００は、例えば、マウスクリック（図４Ｃ
参照）の使用を可能にするソフトウェアを介して実装することもできる。ポータブル装置
電池パックの高速充電状態は、発光ダイオード（ＬＥＤｓ）２０２の表示部を用いて表示
することができる。図３Ｂは、本開示に係るポータブル装置電池パック上の前述の高速充
電ボタン３００及びＬＥＤ表示部３０２の拡大図を提供する。
【００２３】
　図４Ａは、キーボード上に配置された「高速充電」ボタンを有するラップトップモデル
を示す。図４Ｂは、ラップトップモデルのキーボード上に配置された「高速充電」ボタン
の拡大図を示す。図４Ｃは、電池の「高速充電」の選択肢を実行するソフトウェアを起動
する選択肢を使用者に提供するポップアップウインドーの１例を示す。ラップトップのキ
ーボード上に配置された「高速充電」ボタンを押すか、又はラップトップのメニュー操作
を介することによって、使用者は、標準モード又は高速充電モードを介してポータブル装
置電池パックを充電する選択肢を提供される。表示部には、それぞれのモードが費やすお
およその時間が示される。当業者であれば、前述の説明は、本来、単なる例示であること
を意味するに過ぎず、本発明の範囲を制限するものではないことを理解するであろう。
【００２４】
　機能ボタンは、電子装置使用者に、提示された標準の充電サイクルと比較して、高速充
電の選択肢の利用可能性について気付かせる。このボタンは、ラップトップ装置の正面、
側面又は底部に配置され、使用者が高速充電を選ぶことができるようにする。この機能ボ
タンを用いるプロセスの第１のステップは、電池パック用の高速充電プロトコルを選ぶこ
とである。次に、使用者は、高速充電に適した設定を有する電子回路におけるパラメータ
ーを起動する回路の「起動モード」を選ぶ。機能ボタンは、直接電池パック上に、装置上
に、ソフトウェア内に、又はそれらの組み合わせのいずれかに、配置される。
【００２５】
　機能ボタンは、複数ポータブル動力型装置、例えば、ラップトップ・コンピュータ、携
帯電話、ＤＶＤプレーヤー、又はビデオカメラに実装することができる。機能ボタンの目
的は、使用者が、短縮した時間で１００％未満の充電に関し「高速充電」できるようにす
ることである。機能ボタンは、パラメーター値を表示する表示部に接続することもできる
。パラメーター値は、例えば、充電状態（ＳＯＣ）のパーセンテージ（％）、１００％Ｓ
ＯＣまでの時間、部分的％ＳＯＣまでの推定充電、及び使用者が充電の連続を早めに（１
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００％ＳＯＣ手前を意味する）中断するのに適した時期を判断することができることに関
連した他のパラメーター等を挙げることができる。
【００２６】
　「スイッチ」の用語は、ボタン、物理的及び表示ベーススイッチを含み、ノブ、トグル
等の形態であり得る。
【００２７】
　本明細書の開示は、好適な実施例を参照して特定的に示されかつ説明されたが、当業者
であれば、添付されたクレームによって包含される実施例の範囲を逸脱することなく、形
態及び詳細において種々の変形が可能であることが理解されるであろう。

【図１】 【図２】
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【図３Ａ】 【図３Ｂ】

【図４Ａ】

【図４Ｂ】

【図４Ｃ】
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